
国際マー家系怦論と資源ベース理論による海外市場参入行動の捉え方
―両理論の限界と他理論との補完性―

富 山 栄 子

はじめに.

グローバ リゼーション.す なわち世界 市場の一極化が、驚 くぺきスピー ドで進展 してい

る.グ 搬一バル市場の実現は国境の壁を低下させ.直 投資を行わな くても世界の市場への

参入が容易になっている.貿 易が基本であった璽際マーケティングは、6G年 代から豹 年代

まで多国籍企業が中心的地位を占めてきたが、90奪 代以降の急激なグローバ リゼーション

の進展に伴い、知的所有権を含めたライセンシングや貿易が申小企業にとっても有効で危

険負担の少ない参入手段になってきている圭.グローバリゼーシヨンが浸透 してい くなかで、

大小さまざまな蝶 主体が世界市協 こ主役とし磯 場鍋 よ氷 な り・こう隣 イ餉 も経

済輔 劒 知 一剛 塾 シ翻 雛 し齢 て!・る舶 本鋤 備 難 低迷しているが・

幅 や蝋 購 麟 ど翻 めとす繍 興糊 の譲 は儲 てお媚 本蝶 をは、じめとした

醗 の蝶 が新飾 場への編 参入を行ってル・る、こうした献 硝 寮とし威 企業は海

外市場への参入をたえず戦略として考える必要に迫 られてお り、学術研究でもこのような

海外市場参入行動の研究が求められている。

これまでにも、企業の海外市場参入行動に関する研究には膨大な蓄積があるが。大半の

研究は、 工つの理論に依拠 しつつ.一 部の要因だけに着眼 して参入闇題を分析 してきた。

だが、現実には、特定理論だけに依拠 して企業の参入行動を説明することは難 しくなって

きている.な ぜならば、たとえば多国籍企業にとっては海外市場での子会社の活動は世界

的な全社的ネットワークの中で考える必要がある.こ のため.海 外市場への参入問題は、

世界的な企業ネットワークから切 り離 して考えることはできない。多国籍企業は複雑な状

況の下で、企業活動の統合 と全社戦略の柔軟性を均衡させながら、海外市場への参入戦略

を齪 す筍腰 聯 ・、ζの紛 翻 華聯参入行動嚇 嚇 諸聯 の統髄 玄求塑

海 麟 榊 瞬 潮蜘 鯵 夫形蘇 繰 肺場参入麟 分繍 参入'

髪灘隷調難凝瀦瓢奪拳驚認渉翻蕪臨ζ鱒
になっている。前者の参入形態モデルには、さらに参入形態選択の要因を考察する複数の

補完的な理論である内部化理論、競争戦略論、国際マーケティング誌 資源のベース理論

がある(図1)か このうち.内 部化理論、競争戦略論については嘉山⑳ ⑫ において、批判

的に検討 した。本稿では国際マーケティング論と資源ベース理論の既存研究の概観を行い、

両理論が海外市場参入をどのように捉えてきたのかについて考察し。両理論の問題点と他
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市 場 の 魅 力 ま た 政 治 的 投 資 環 境 の 評 政 治 的 投 資 環 境 時 評 暦 が 政 治 純 投 資 ~環 境 将 評 .

は 企 業 戦 略 と の が 長 い適 応 度
不 安 宣 + 価 が 悪 い

高 レ ベ ル .. 最 大 の 八 的 t財 務 的 コ ミ 市 場 . 人 的 投 資 を 継 続 し 市 場 状 況 に あ わ せ ､ 尉

ソ ト つ つ ､ 財 務 的 エ ク ス ポ - 敦 的 エ ク ス ポ - ジ

完 全 所 有 子 会 社 設 立 ジ ャ ー や は 行 わ な い - を 最 小 限 に す る

過 半 数 所 有 子 会 社 を 選 好 長 期 的 な リ ス ク . ヘ ソ

ジ ヒ し て 緩 衝 移 転 を

… 絡 も う海 容 教 練 式 緩 着 を

狙 う

率kj㌔肇錐 資源時 務 鼠 看護 高 緑 痴 態 来 演 撰 恕 ~資 者 の 務 濃 は 襟 帯 場 数 嵐 を蓋 尉 』 あ ま

に薙括 極 的 に l行 わ な い . り 関 心 が な い

リスクに刃する許 容 状 況 に 応 じ 合 弁 を 選 好 結 果 的 に 財 務 的 ユ タ

は代替的投資機会の魅
ヌ ポ ー ジ ャ ー を 伴 わ

…索蚤芸依存 な い 場 合 の み ､ 参 入 を

検 討

低レベル 市塙機会に対し無関心 状況毒芸騒疫 若 干 覇 資 源 を … 緬 を 輸 出 を 療 顎 怒 撃 ち

+少愚の財務的.人的コミ 投入 限 ー走 的 な 技 偏 移

ソトメントは考慮 寄蟻習癖.箪数名孟複 輪泉 題 .濠 を 銘 遍 腿 輿 接 開 き鎧も

瓶立の代埋店または合 亮代理店を選好 がない
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転記き資源 の稀 沙蜂蜜雷汲賢哲若eS約諾蝶暖盟約 資源 ㊥ ､●
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瀞 登完全競 争 を登 恕燈 を還感費 を盛業 教 義 野も少 な闘将鴨資源 を淫競争優位を隻数
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廃 部 稚 理 論 資 源 議 定 浅理論

境 界 を 避 鬼 窪 ジ 尊 プ 海 蛍 の 渉 磯 愛 妾 義 蒋 飯 豊 の 滞 習 番 場 謀 単 調顔の盛業特殊性 藍不義 .

蘇 の 集 散 全 な模倣濁 カを還嘉番場の盛機会主義 可能性 といった企業.る生.束の相違による敗Ll.論㍉∵言∵齢

tt ノ ハ . 累 象 る 垂 関 を 越 濃 藍 盛業箪 謀や潔駕顔菌特殊接近完全な移･で の

殊 晦 を ♂ 専 難 事 の 義堂な夢 較不噂静隆を還よる階層組織覇

転 職 能 性 を 厳 選 幾殿磯意義義毒孟義盛ではなも.議

･+ + + + ∴ + ∵ ~ 資 産 の 活 済 を強調 資産療開発藍藩済妄還無感

協 激 志 操 携 孤 減 量 凍 教 義 陶 還 ~ 深 紅 叢 舶 転 便益を探す

保 護 意 識が強も預姿勢 鰭濃的数滴健 創造姿勢

境 界 のギンタブ濃-議を還お ノウハ ウの下にあるルーチン

出 所 : M u d h L- k ( i
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慧存 尊 書 義務視角 漂霊霊慧慧霊

者

取 引費 寮鴎潤の源凝習ある凌廃特殊義朝な資産の取引蒋蔭や外部不確実疫を漁 鬼没&済O汲琵琶離怠

済理論 熟愚u挽野望琵盈SS癖毛漫節義きき鮎蛋m盈隠宅豊昏S難語O 蛋弧罷宅も粥轟きき

企業車入取引(And機会滞寧特発的資産が盤綱 吉豊潤獲得のため㌔企業桑漂取引牽済を最綱短ずる 施設鹿等窃取器だ税
等 董羨 望 藁表芸……ち企業を蓬統- る 量欝 撃

慶嚢 ､の.鹿渡凝滞 蒼鉛独 琵窃折

遠忌 芸 .霊慧纂義鷲警悪霊還慧票霊宝芸冨空等慧警警漂警漂姦警霊宝芸芸濃 芸謡 鷲芸欝 矛

能 力増 的な競争優駿を緒慧転塾雛汲藍離登鱒葺き野諸鐙望.ラ

轟き 緒続的な競争優駿をま∴企業能力濠芸依存 藍済猛済賢覧豊郷豊海溌!/量る汝き

持続的な童車優位を持つには企業黄瀬は､貴重で稀で下竜王に模倣可 .

能管代替不登能管恕縛ればならな転義宅.義援済監欝糾弾逢う野草澄鵬,ラ

擬駿的.知識は容易毒芸取得蔓れ怨を義臣還り触感澄む汲器機 汲昏転豊.撃習冒麺救急等,ラ

市場特殊的知識は当詰市場での経験を通して腰背される

(山harlSOn=Vhhlnet一977)p.二8-う
企業経験と市場経験の蓄積において外部から人員を交代させること

猛担凝 ､藍漂通船窃取銅海損毘雷電豊撃冒冒海空誹,ラ

韓 争覇 企業全体としての戦略優先 .Kin-竹wan筈

略義 孝目董駿存億 を漫鱒望き菅

.率撃唇誓-タ 鮎硯も還暦済昏T芯
漂慧警警済 霊墓志望警雷撃霊讐姦議慧霊慧憲慧霊芸還表芸 慧 芸慧 警霊霊義

･厳存的毒芸経営賓る還とがダ肇-用 ♭戦略を芸釜翠紳 随を増額- - 遠敷済轍 粥?ラ

Ruddenい98二)や中朝-1O企業は効率を達成しリスクを管理し､将某の変化に適応できるため

内部学習能力を開発するために､これらの矛盾する目標を最適化する

戦略稼動を採る藍と篭競争凌舷を開発媚態os裏毛怠済顎節減芸等顎き

/国際 常 務的国市場や泰国務感の難繋粟得意竃静養様式′蔓芸影響を尊激姦 鮎離若潮 諾う

- 寮費 竃崇敬岱患宅登撃撃軸.欝還嘗-議運_き 藍豊鱒凍き撃
滅 訣ダ 参泉企業の梨品種後車軽挙業者海経営者の緯線経などの内部要寓が静 電秘虚臨｡聯濫
論 墓慧漂墓慧霊違憲姦霊霊還警還 琵芸 警芸諾榔 ゆ凝 き 慧豊 等警夢

外部葦雛 等企業が当該職域代参糸するか農事か毒芸影響を鼻息る .露義表芸-
tGoodnow=Hanzt197三瀬.46ーう

環境を芸凝終る濃霧蔑鴨碍遠慮 をカ唇-ラ-キ-駕芸.-蔓蓬鍼撃摘語義譲位

統制不可能な環境 (文化､軍事､政府､技席､法律､疎治,軽薄Jの

影響を予期し､それらの影響を最小化する くカト-ラ-キーペニー
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